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祝 

技士会ニュースが初めて発行されたのは、年号が「平成」に変わった年で本会が発足した直

後の 1989 年 5 月のことでした。当時はインターネットもなく、パソコンの普及率も 10％程度

しかない時代でしたので、北海道内の技士にとって貴重な情報元でした。また、現在では「Word」

などのソフトを使い、比較的簡単に作成出来ますが、当時の機材で作成していた方のご苦労は

大変なものだったと思われます。このたび記念すべき№100 号を迎えることが出来ましたのも、

当時のご苦労を乗り越え技士会ニュースを作り出した方々のおかげです。今回、№100 号を記

念して、幻の№１号を縮小版で掲載いたし、発行当時の当会の様子を偲んでみます。 

発足総会（参加 70 名） 

設立趣旨 

1. 臨床工学技士の学術の研鑽及び資質の向上に努め、

国民の福祉と医療の普及発展に寄与する。 

2. 臨床工学技士の範疇にある生命維持監視装置の操作

及び保守点検を行っているすべての技士と現任者を

包括した組織とする。 

3. 生涯教育、現任者教育体制を確立した資質の向上を

図る。 

4. 今後日本臨床工学技士会が発足した時には、支部と

して活動できる様に会運営を行う。 

 

北海道臨床工学技士会ニュース №1 発行 

臨床工学技士国家試験受験対策セミナー（参加 61 名） 

 第 1回国家試験から見た傾向と対策 

 工学系の傾向と対策 

臨床工学技士指定講習会（参加 100 名） 

  主催：（財）医療機器センター 

臨床工学技士「基礎セミナー」（参加 48名） 

 人工呼吸、人工心肺、手術室・ICU、人工透析、ＭＥ、高気圧治療法の各

業務の各業務の基礎セミナー 

 「測定器の使い方」、テスター及びオシロスコープの使い方 

平成元年 4月 23 日 
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 早いもので 1989 年（平成元年）5月に北海道

臨床工学技士会ニュース No.1 号発行以来 22 年

が経過し、この度、技士会ニュース No.100 号の

節目を迎えた事に対して、心よりお祝い申し上

げます。これもひとえに各理事・役員・会員関

係各位の普段のご努力の賜物と思っておりま

す。 

当時、私が会長及び事務局をあずかる立場で

北海道臨床工学技士会が発足した経緯や種々の

情報等を速やかに発信するにはどの様な方法が

良いか、役員の間で協議した結果「技士会ニュ

ース」の発行に至った訳であります。 

振り返れば、臨床工学技士の資格法制化の大

きなきっかけとなったのは、1987 年（昭和 62

年）2 月に当時の厚生省が「新しい医療関係職

種の在り方検討会」を発足させ、約 30 の医療関

係職種から「CE 技師、医療ソーシャルワーカー、

義肢装具士、補聴器士、言語聴能士」5 職種が

選考対象となり、選考基準として①当該分野が

独立性、専門性のある業務分野として医療界で

承認されていること。②資格法制化を行わない

限り医師法及び保助看法上の疑問が残ること。

③関係団体のコンセンサスが出来ていることの

項目すべてを満たしている「CE 技師、義肢装具

士」が資格法制化されることになりました。CE

技師は、従来の「透析技師、人工心肺技師、手

術室・ICU 技師、呼吸療法技師など」を包括し

た業務範囲の広い資格になり、翌年の 1988 年 4

月には、臨床工学技士法施行、同年 11 月には第

1回国家試験が実施され、道内 100 名（一部道 

外受験有）の合格者が誕生しました。 

そして、①道内には、職種ごとの団体などが

あったため、それを一つに取りまとめる必要は

ありました。②臨床工学技士と言う医療資格が

認知されていないと言う現状から、これまでの

CE 業務に含まれる 6種（人工心肺、呼吸療法、

ME、ICU・手術室、高気圧酸素治療、人工透析）

の職種代表者が集まり、設立準備委員会を設置

して、各団体間の調整を図り、1989 年（平成元

年）4月 23 日北海道臨床工学技士会の発足に漕

ぎ付けた訳であります。 

当時は、設立総会には 70 名程度の出席で、ま

だ会員も正会員と現任者の準会員で構成され、

準会員には平等に権利を与え、但し、準会員の

会員資格は臨床工学技士法の経過措置の 5 年間

としました。活動の中心は、現任者教育の拡充

を図って会員数増加を計る事が重点課題で、ま

た、生涯教育も併せて実施することになりまし

た。 

技士会ニュース No.100 号の重みは、技士会の

22 年間の活動の歴史であり、今後もタイムリー

で正確な情報を会員各位発信して頂くように切

にお願い申し上げます。 

最後になりますが、本会が、2003 年（平成 15

年）4月に、社団法人化、2010 年（平成 22 年）

11 月公益社団法人化となり、技士会設立をはじ

め、常に全国の技士会をリードする会に成長し

ており、更に公益事業の展開と臨床工学技士の

業務や役割を認識し、更なる技士会の発展並び

に躍進することを心より願っております。 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

監事  井関 竹男 
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公益事業推進委員会委員長 
 

KKR 札幌医療センター斗南病院  

齊藤 高志 

 

このたび公益事業推進委員会 委員長を拝命

致しました、斗南病院の齊藤です。 

当委員会は公益社団法人化に伴い新たに設置

された委員会で、委員会名の通り「公益事業」、

即ち公益法人認定法にて非常に重要な要件であ

る、「不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与す

るもの」と定義されている活動を10名のメンバ

ーで管轄しています。 

臨床工学技士の職能団体として公益事業を捉

えると様々な展望がありますが、現時点では会

社や家庭に浸透している医療機器の正しい使い

方の啓蒙を行う事を目的として『公開講座』、『一

般施設対象のＡＥＤ日常点検講習』の企画実施

を進めています。 

公開講座に関しては一般の方を対象に、家庭

用自動血圧計など、身近にある様々な医療機器

について学んでもらうという趣旨で企画を進行

しています。 

ＡＥＤ日常点検講習は、ＡＥＤが設置されて

いる一般施設へ赴き日常点検の必要性、消耗品

管理の必要性を説明する講習会です。一般の方

への説明という事で先ず委員が各社ＡＥＤの取

り扱いを学ぶところから始め、医学工学用語を

いかにわかり易く伝えるかを検討し準備した上

で、現時点で二施設に対し講習を行いました。 

それぞれの受講施設からはＡＥＤ点検の意義

について理解できたというお声を頂いていま

す。講習を行ってみるとＡＥＤの設置状態、管

理状態の実態には予測を超えたものがあり得る

ことが分かったので、その都度講習内容のアッ

プデートを行っているところです。 

当委員会メンバーが各地で行っているＰＲを

ご覧頂いた方も多いかと存じますが、現在当委

員会では道内各地のＡＥＤに対する日常点検講

習の実施準備を進めており、当委員会メンバー

が中心となり各地域からお手伝い頂ける方を募

っていく予定でいます。お手伝い頂ける方向け

の講習マニュアル整備、ＡＥＤ取り扱い講習も

実施致しますので、御興味のある方は是非ご参

加のほど宜しくお願いします。 

去る7月3日に札幌医療科学専門学校において

血液浄化セミナーが開催されました。5回目を迎

えたこのセミナーですが、総数154名のご参加を

いただき無事盛会に終了することができまし

た。 

また何かとご多忙のなか札幌医科大学 升田

好樹 先生、恵み野病院 齋藤美和子先生、札幌

社会保険総合病院 真下泰先生、市立札幌病院 

渡辺祝安先生には貴重なご講演をいただき誠に

ありがとうございました。座長を引き受けてく

ださいました諸先生含め、この場を借りて厚く

御礼申し上げます。 

 

特別講演の様子 
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◆RM ニュース◆ 
 

＜ボンベの接続放置が一因か  

医療ミスで厚労省が通知＞ 

神戸市の病院で、腹部の手術後に酸素と誤っ

て二酸化炭素を吸入させられた８０代の男性が

重体になった問題で、手術前にガスボンベと圧

力調整機器が接続されたままだったことが２５

日、厚生労働省と病院への取材で分かった。 

 同省によると、ボンベの種類が違えば対応す

る圧力調整機器に接続できない仕組み。吸入時

に接続する手順を踏めば二重のチェックで事故

が防げた可能性があり、厚労省は同日、使用時

以外はボンベを機器から外すよう求める通知を

都道府県に出した。 

 圧力調整機器はボンベ内のガスを減圧するた

めに使用。ボンベの種類を間違って接続する医

療事故が福岡県八女市の病院など各地で起き、

二酸化炭素と酸素で接続部の形状を変える防止

策が取られていた。同様の対策を取っていた中

央市民病院でミスがあり、厚労省は新たな対策

が必要と判断した。 

  

＜装置の電源抜け患者死亡  

宮城の県立病院＞ 

宮城県の病院は２６日、心筋梗塞で入院して

いた８０代男性患者の心肺維持装置の電源コン

セントが抜け、その後男性が心不全で死亡した

と発表した。 

 病院によると、男性は１２日に別の病院から

救急搬送され、意識不明の状態で入院。心肺維

持装置をつけており、２４日午後７時ごろに電

源が抜けていることを知らせるアラームが鳴っ

たが、看護師がどの装置から音が出ているか特

定できず容体が急変。その後も装置の再起動に

手間取り、約２時間後に死亡した。 

 病院は２６日午後、警察に異状死として届け

出た。異状死は２４時間以内の届け出が義務付

けられている。 

 病院は電源抜けの原因は不明としているが、

死亡につながったとして遺族に謝罪。２６日に

記者会見した院長は「あってはならないことで

申し訳ない」と陳謝し、異状死の届け出が遅れ

たことには「病院内で解釈の違いがあった」と

釈明した。電源コンセントのロック式への変更

や装置の操作マニュアルの整備など、対策を取

るとしている。 

（2011 年 7 月 27 日 共同通信社） 

＜装置接続ミスで心臓に空気 

 新潟の病院、女性患者に＞ 

新潟県の病院は１０日、同市の６０代女性患

者に対する２００９年の心臓血管手術の際、人

工心肺装置の接続ミスから心臓に空気が注入さ

れる事故が発生したと発表した。 

 同病院によると、事故との因果関係は不明だ

が、女性は脳梗塞で後遺症を負った。新潟県は

賠償金８００万円を女性側に支払う方針。県は

関係者の処分を検討している。 

 女性は０９年１２月、急性大動脈解離で緊急

手術を受け、人工心肺装置を使用したが心臓の

血液が吸引されず、逆に１～２分間、空気が注

入された。 

（2011 年 6 月 10 日 共同通信社） 

 一方、兵庫県警は担当した医師らの安全管理

に問題があった可能性があるとみて、業務上過

失致傷容疑で捜査。事故は１４日午前０時半ご

ろ、腹部の大動脈瘤（りゅう）の手術後に起き

た。 

（2011 年 7 月 26 日 共同通信社） 
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このコーナーは、平成 22 年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、本年3月に北海道工業大学を卒業し、現在ＪＡ北海道厚生連網走厚生病院にて勤務中

の金谷主真（カナヤカズマ）さんです。 

ＪＡ北海道厚生連 網走厚生病院 

金谷 主真 

（北海道工業大学 卒業） 

 

私は今年の春臨床工学技士国家試験に合格

し、平成 23 年 4月からＪＡ北海道厚生連網走

厚生病院 臨床工学技術科に勤務していま

す。現在は人工透析室で血液浄化業務に携わ

っており、“病院で働く”という夢を実現し、

日々の業務にあたっています。 

私が主に関わっているのは穿刺と定時のチ

ェック、そして返血です。臨床工学技士とし

ては基本的な業務ではありますが、自分の未

熟さを痛感する部分でもあります。例えば穿

刺時では、患者様とのコミュニケーションが

非常に重要で、悪い印象を患者様に与えてし

まえば、円滑な治療を行えないこともありま

す。逆に、良い印象を与えれば、患者様の受

ける苦痛を軽減することが出来るとも考えて 

います。人間は十人十色であるということを

意識し、患者様全員と良好な関係を築くこと

を一番に考えて、よりよい医療を提供するた

め努力しています。 

病院ではチームワークが重要となります

が、他職種の方々とコミュニケーションをと

る時間は勤務の中で多くありません。しかし、

網走厚生病院では様々な部活動があり、部活

動を通してたくさんの人たちと交流する機会

が得られ、私は野球部、ゴルフ部、軽音楽部

に入部しました。特に、野球部の練習は早朝

に行っているので起きるのが大変ですが、毎

回楽しく参加しています。今後は出来る限り

病院の行事にも参加して、組織の中での繋が

りを広げていきたいと考えています。 

日々の人工透析室での業務や、今後携わる

業務について研鑽を重ねながら、周囲と交流

を深め組織の中で認められるような臨床工学

技士になれるよう、一歩一歩進んでいきたい

と思います。 
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平成２３年度６月～平成２３年７月までの理事

会において以下の報告・協議がされました。 

・学術委員会 

・公益事業推進委員会 

・第５回血液浄化セミナーの開催 

・法務局、道庁および内閣府へ変更の届出 

・道庁および内閣府へ事業報告等の提出 

・災害時における障害児・者の現状と課題を考

える道民フォーラムへの参加 

・礼文町国民健康保険船泊診療所へ透析医療支

援２週間実施 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2011 年 8 月 6 日（土） 

「第 3 回北海道手術医学研究会」 

会場 旭川市クリスタルホール 大会議室 

旭川市神楽3条7丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/（当会 HP 参照） 

****************************************** 

2011 年 8 月 21 日（日） 

「第2回北海道呼吸療法セミナー」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2011 年 9 月 2 日（金）～3日（土） 

「サッポロライブデモンストレーション 

コース 2011」 

会場 ロイトン札幌 

札幌市中央区北 1条西 11 丁目 

http://sldc.co.jp/ 

****************************************** 

2011 年 9 月 18 日（日） 

「第6回医療安全セミナー」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

****************************************** 

2011 年 10 月 2日（日） 

「第 5 回 日本高気圧環境潜水医学会 

 北海道地方会」 

会場 札幌市産業振興センター 

札幌市白石区東札幌 5条 1丁目 1-1 

http://hcea.umin.ac.jp/（当会 HP 参照） 

****************************************** 

2011 年 11 月 5日（土）～6日（日） 

「第2回卒後教育セミナー」 

会場 準備中 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2011 年 12 月 4日（日） 

「第 22 回 北海道臨床工学会」 

会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北 8条西 5丁目 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 



2011-(8)               公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース               ２０１１年８月 



2011-(9)                公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース              ２０１１年８月 



2011-(10)               公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース               ２０１１年８月 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当     仁友会 北彩都病院 臨床工学科 石川幸広 

          旭川赤十字病院 臨床工学課 脇田邦彦 

編集委員      旭川赤十字病院 臨床工学課 奥山幸典 

          旭川リハビリテーション病院 木村吉治 

仁友会 北彩都病院 臨床工学科 野尻 誠 


